












In late years importance of CSR (corporate social responsibility) increases because of injustice of a
company, an environmental problem, corporate governance and compliance. Therefore, this study examine
an accountants’ relationship to corporate social responsibility from a viewpoint of ①assurance service, ②















































































































































































































































































































































































































































あるが）先行研究（King and Schwartz [1998]、お
よび、加藤［2000］［2005］）に依拠しながら考
えてみよう。
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出す（つまりどちらのサービスを欲しているの



























































るが）、例えば、Frankel et al. [2002]、および
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A A A A A
混同しているかのように見せかけるということに
なる。つまり、「公認会計士には、自分がどちらの
サービスを求めているか分からないはずだから
A A
（契約の不完備性）、わざと混同しているフリをし
て、財務諸表監査の品質を『中レベル』と誤認して
いるように見せかけ、もって財務諸表監査の報酬
を割引させよう」と利用者が考えている（という
セッティングのもとモデル分析を行う）のが、ここ
での本質である。
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（21）但し、重要性の基準、会計基準適用の誤謬、会計的
判断の誤謬なども加味する。
（22）但し、重要性の水準、監査手続適用の誤謬、監査判
断の誤謬なども加味する。
（23）つまり、いま「会計情報が固有に有する信頼度
（Ａ）」は「会計基準によって規定される真実性の相
対度（Ｂ）」に依存し、かつ、それが Max の状態
（（Ｂ）によって規定される真実性を最大限満たし
ているという状態。つまり、この時（Ｂ）の水準に
（Ａ）が一致する）を仮定している。そしてこれは、
要するに、会計基準適用の誤謬や会計的判断の誤
謬がない状態を指す。
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